
運

動

10

．．
 

飢
行
さ
れ
た
が
ぺ
各
選
挙
区
と
も
無
投
．
，
~
私
た
ち
国
民
に
は
｀
日
本
に
生
ま
れ
．

、
子
を
生
み

五
こ
と
を
感
謝
し
、
日
本
の
生
成
発
展
i
'

ょ
し

票
当
選
と
な
っ
た
。

喜

＼

、

国

民

の

慶

事

を

記

念

す

；

戸

育

て

る

た

め

の

」
祝
日
に
は

・

運

動

の

↑

ー

一

っ

と

し

て

ら
に
、
「
国
民
の
祝
日
」
が
定
め
ら
れ
~

．

総

代

（

総

数

三

十

六

名

）

国

旗

を

た

て

ま

し

ょ

う

冨
一
区
宇
和
川
地
区
十
名
~
＼

9
;てい
ま
す
。
ま
た
、
県
民
と
し
て
ぜ
ひ

i

~
ン
中
野
一
赤
岩
繁
喜
~
日
本
の
国
旗
は

r

日
の
丸
の
旗
と
も
]
苓
祝
い
し
た
い
「
少
年
の
日
」
や
＼
地
~
十
月
一
日
か
ら
保
健
所
以
外
の
指
定

石
河
次
郎
；
日
章
旗
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
旗
玉
夕
祭
た
ど
い
る
い
る
意
義
の
あ
る
日
が
』
医
療
機
関
で
妊
婦
の
無
料
検
診
が
~
，
り
、

~
北
川
武
頼

妊
振
前
期
（
五
ヶ
月
ま
で
）
と
彼
期
の

~
深
田
政
市
坪
田
宗
典
い
は
、
国
を
象
徴
す
る
旗
で
あ
り
、
そ
の
'
:
あ
り
ま
す
。

~
山
本
登
志
夫
西
出
盛
夫
;
国
の
風
土
｀
国
民
性
、
歴
史
な
ど
が
も
[
今
年
は
国
旗
制
定
一

O
O
年
を
む
か
;
令
=
回
で
計
二
回
無
科
で
検
診
が
受
け

；
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
純
潔
と
乎
和
を
え
ま
し
た
。
私
た
ち
は
祝
日
そ
の
他
記
；
〇
れ
る
よ
う
に
な

9
ま
し
た
。

9

沖

浦

安

高

西

本

源

格

ゎ
す
白
地
に
、
万
物
の
生
長
の
根
源
~
念
し
た
い
日
の
趣
旨
を
埋
解
す
る
と
と
~
①
実
施
対
象
者

冨

二

区

鹿

の

川

地

区

八

名

土
地
改
良
区
総
代
会
が
去
る
七
月
に
出
で
下
さ
い
0

.

片
山
実
男
曾
根
幹
男
暇
屯
か
ォ

'“3あ
る
太
陽
を
か
た
ど
っ
た
赤
い
丸
を
；
も
に
、
国
旗
に
対
す
る
本
当
の
意
躾
を

[

L

笠
活
保
護
世
帯
。
‘
・
'
，

招
集
さ
れ
、
沖
浦
安
高
氏
議
長
と
な
り
、
i
~

坂
本
武
明
富
永
寅
幸
し
た
わ
が
国
の
国
旗
は
、
日
本
民
族
西

g識
し
、
県
民
こ
ぞ
っ
て
国
旗
を
か
か

•
2

市
町
村
民
税
の
か
か
っ
て
い
な

犀
＇
哨
春
よ
の
象
徴
と
し
七
敬
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
五
げ
て
苓
祝
い
し
ま
し
ょ
う
．
o

:

い
世
帯
。

前
年
度
の
事
業
決
算
及
び
本
年
度
の
事

i
理
事
◎
理
事
長

0

副
理
事
長
~
山
内
寿
幸
藤
川
良
馬

•
~
3
所
得
税
の
か
か
っ
て
い
な
い
世

業
予
算
等
を
原
案
ど
苓

9
承

認

後

、

任

云

◎

藤

川

守

仲

岩

田

横

太

郎

三

第

三

区

大

谷

地

区

七

名

[

と

こ

る

が

‘

戦

後

い

る

い

る

の

事

惰

二

~
寺
中
俵
馬
富
永
伊
佐
男
：
か
ら
、
国
旗
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
薄
~
＂
帯
。

期
満
了
に
よ
る
役
員
選
挙
の
結
果
、
次
；
〇
永
田
茂
喜
畦
田
和
弘

,
＇
、

~
-
4

前
年
に
所
得
税
が
か
か
っ
た
世
一

[

沖

野

恒

三

今

宮

忠

雄

の
者
を
選
出
し
た
。
]
~
~
れ
、
国
旗
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
わ
が
国
~
；

，
~
池
田
萬
千
雄
石
尾
惹
教
．

次
い
で
八
月
一
日
に
理
事
会
、
監
事

~
9
竹
森
公
乎
久
保
茂
幸
[
石
谷
慶
隆
後
藤
竿
秋
;
乞
伝
統
と
、
国
民
の
理
想
が
失
わ
れ
よ
~
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
`
こ
の
間
1ヽ
市
の
う
ち
‘
所
得
税
の
課
税
額
が
ヽ
年

会
を
開
き
、
正
副
理
事
長
、
総
括
監
事
ぃ
市
川
澄
男
石
河
数
男
~
兵
頭
香
：
う
と
し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
は
ま
こ
二
行
政
管
理
庁
を
は
じ
め
全
国
の
行
政
監
-
包
幽
、
八

0
0
円
以
下
の
世
帯
0
-

を
互
選
し
て
、
本
年
度
実
施
暮
莱
の
検
~
、
、
己
第
四
区
・
、
岩
谷
地
区
五
名
：
と
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
自
由
と
平
和
二
察
局
苓
よ
び
行
政
相
談
委
員
に
苓
い
て
~
⑰
診
査
内
容

｝
を
願
う
私
た
ち
日
本
国
民
は
、
国
家
と
]
は
｀
各
種
の
行
事
を
行
な
う
こ
と
に
な

~
L

梅
毒
血
清
反
応
検
査
。

討
を
行
な
っ
た
。
~
監
事
◎
総
括
監
事

0
代
理
ー
ぃ
久
岡
直
信
和
気
定
男

9
1
.
’
~
2
血
色
素
検
査
（
貧
血
の
検
査
）

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
へ
今
後
そ
れ
ぞ
《
◎
山
内
利
政
三
好
一
男
喜
二
宮
覚
和
気
正
利
ら
社
会
の
発
展
に
努
刀
し
、
自
分
の
国
へ
~
っ
て
い
ま
す
。

〔
の
愛
情
に
生
き
、
美
し
い
伝
統
と
風
土
~
本
町
に
苓
い
て
は
、
毎
月
五
日
、
十
i
3

尿
化
学
検
査
（
糖
、
蛋
白
）

れ
の
地
城
に
苓
い
て
、
農
邁
索
逼
、
｀
有
友
勇
、
~
和
気
芳
丸

農
地
造
成
改
艮
、
農
地
農
道
の
災
害
復
i

盃
弟
五
区
ー
予
子
林
地
区
六
名
こ
笠
専
ぶ
県
民
性
を
育
て
な
が
ら
、
よ
り
二
五
日
、
二
十
五
日
に
「
心
配
ご
と
相
談
]
9
4
.
，
血
圧
測
定

旧
事
業
等
を
計
画
さ
れ
る
と
き
に
は
、
~
次
に
土
地
改
艮
区
総
代
の
任
期
潰
了
~
増
田
忠
典
村
田
英
夫
，
；
よ
い
共
同
社
会
を
創
造
し
、
よ
り
豊
か
こ
乞
川
上
商
工
会
の
二
階
で
開
設
し
で
い
・
⑰
受
診
の
手
続

i

地
元
の
役
員
、
総
代
の
方
と
相
談
を
さ
」
に
よ
る
選
挙
が
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
~
松
本
時
衛
山
下
俊
勝
，
、
；
た
家
庭
を
築
い
て
ゆ
く
責
務
が
あ
る
と
こ
ま
す
が
、
今
回
の
行
政
相
談
は
十
月
十
ぃ
健
康
診
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
妊
婦

1
.
[

れ
て
、
町
又
は
土
地
改
艮
区
へ
、
苓
申
二
の
管
理
の
も
と
に
、
八
月
二
十
七
日
に
i

伊

藤

鉄

男

藤

田

吉

時

、

亘

‘

い

ま

す

。

ニ

ュ

日

に

、

こ

の

心

配

ご

と

相

談

の

会

場

い

は

、

事

前

に

町

長

に

申

出

る

こ

と

。

そ

」
で
合
同
し
て
実
施
し
ま
す
0

:
れ
に
よ
り
保
健
所
長
が
受
診
票
を
交
付

~
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
；
こ
般
の
部
の
入
賞
者
に
は
ヽ
一
等
―
[
募
を
苓
待
ち
し
て
い
ま
す
。
~
又
、
予
子
林
地
区
に
あ
っ
て
は
、
十
丁
す
る
。

万
円
一
名
の
ほ
か
四
等
ま
で
の
方
ニ
~
な
苓
；
月
十
二
日
に
予
子
林
公
民
館
で
実
施
し
~
町
で
は
妊
娠
届
と
同
時
に
受
診
の
申

~
な
念
小
中
学
生
で
応
募
さ
れ
る
方
は
、
~

愛
媛
県
の
人
口
予
想
＂

四

0
年
の
県
人
口
は
、
一
ぺ
四
四
六
、
；
ま
す
。
国
や
県
の
仕
事
（
行
政
）
に
関
勾
m
を
し
て
い
た
だ
き
、
所
得
階
層
の
確

＇
十
五
名
に
賞
金
ま
た
は
賞
品
を
贈
呈
~

~
住
所
｀
氏
名
の
度
か
学
校
名
苓
よ
び
＂

~
学
年
を
は
っ
き

9

と
書
い
て
く
だ
さ
~
し
ま
す
。
~
―
_
-
＾
四
人
で
す
。
二
す
る
意
許
、
希
望
｀
質
問
は
、
国
、
地

3
認
の
上
保
健
所
の
代
行
で
受
診
票
を
直

一

懸

賞

募

集

＂

~
小
中
学
生
の
部
の
入
賞
者
に
も
、
一
~
四
五
年
四
月
の
人
口
は
、
一
、
四
―
―
―
二
方
を
問
わ
ず
何
で
も
結
構
で
す
か
ら
相
~
に
交
付
い
た
し
ま
す
。

県
で
は
｀
十
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る
~
い
。

昭
和
四
十
五
年
国
勢
調
査
の
愛
媛
県
人
；
〇
が
切
日
は
｀
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
~
等
か
ら
四
等
ま
で
二
十
六
名
に
賞
品
~
•
I
J
'
l
―
―
三
＾
人
で
す
。
~
妊
娠
届
に
は
特
別
な
理
由
〇
杞
ぃ
か

二
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

゜
~
~
肱
川
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
は
、
~
ぎ
り
本
人
が
来
て
下
さ
い
。

i

口
予
想
を
次
の
要
領
で
懸
賞
募
集
し
て
~
日
ま
で
で
す
が
、
十
月
一
日
の
消
印
~
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

い
ま
す
。
~
の
あ
る
も
の
は
有
効
で
す
。
~
~
指
定
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所
そ

~
0
入
賞
者
の
発
表
は
、
十
一
月
下
旬
に
~
「
行
政
相
談
週
間
」
五
キ
林
の
石
河
数
男
さ
ん
で
す
。
．

0

応
募
資
格
は
、
愛
媛
県
に
住
居
を
有
：
0

あ
て
先
は
、
松
山
市
一
番
町
、
郵
便

i

愛
媛
新
聞
紙
上
へ
発
表
し
ま
す
が
、
．
~
＂
私
た
ち
は
、
常
に
行
政
考
正
し
く
批

i
の
他
開
業
医
）
は
決
り
次
第
苓
じ
ら
せ

9

の

実

施

可

で

き

る

知

識

と

、

行

政

に

対

す

る

円

し

ま

す

。

に
も
通
知
し
ま
す
。

す
る
者
で
小
学
生
以
上
の
者
と
な
っ
．
~
番
号
7
9
0

の
愛
媛
県
企
画
部
統
計
~
直
接
本
人

て
い
ま
す
。
~
調
査
係
あ
て
、
ま
た
は
、
松
山
市
大
~
な
苓
応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

i

十
月
十
一
日
！
十
七
日
；
見
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

0

応
募
方
法
は
「
官
製
は
が
き
」
一
枚
~
手
町
、
郵
便
番
号7
9
0

の
愛
媛
新

i
は
、
県
庁
、
統
計
調
査
課
若
し
く
は
、
~
行
政
相
談
制
賦
に
つ
い
て
広
く
国
民
~

冨

」
貯
蓄
強
調
特
別
運
動

に
つ
き
ー
解
答
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
~
聞
社
事
業
局
事
業
部
、
人
口
予
想
懸
~
役
場
へ
蕊
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
は

3
理
解
と
認
識
志
源
め
る
た
め
本
年
~

書
き
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
年
令
~
賞
募
集
係
あ
て
で
す
。
：

0

県
で
は
県
民
の
皆
様
か
ら
多
数
の
応
~
ず

1
日
か
ら
十
七
日
ま
で
を
．

器

早

新
し
い
役
員
、

肱
川
町
土
地
改
良
区
の

酒
総
代
が
決
ま
る

胃瓜
汀
几
リ
＞
り＼り

秋
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し
あ
わ
せ
な
あ
な
た
の
未
来

は
、
貯
蓄
か
ら
、
十
月
十
七

日
は
、
「
貯
蓄
の
日
」
で
す
。
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8月のできごと

1 5日

1 6日

， ヽ

1 7日

「
と
び
ひ
」

l
 

ー
ロ
医
学

の
治
療

転

車

は

つ

で・

かん入質場てしのマ置た の夏因菌 染ウそたてぷのす
くば浴を合いては lすほとでよのがこしミのりウ＇く上°夏
しんはのにるはいキるうびきりと原れてがと‘ミれに赤の
てにいんは場つつユ場がひるもび因はそ健こ衣をツ指い終

ボ.....トレース国体県予選 苓とけだ‘合てた口合よのの冬ひで→こ康る服もを頭斑わ
きりま像医ゃ苓ぬをにい治がにもすプになはなつ生丈点 9

（第1日目） まかせう師次音りぬはの療特多あ°卜。新ヒ乾どたじぐがこ4
中央分館盆踊り しえんがにかま薬り崎｀では徴くり→ウしフいに水まらでる

よるかよからすを ひす‘で‘ま連球いにてふ疱すいきに
（午稜8時～i0時） うこらいか次り綿抗とが医す厚す鎖菌のつなれと°の‘多

ボートンース国体県予選
°と‘でつへ全＊生つヽ師。いが球 L...がく苓るなそ水まい
°肌してと身）レ吻ひ家に か‘菌とでと 9 とりれ疱もヒ

（第2日目） 爪着ょ抗ふにに質と庭ま さこ←いきすま破‘が＾たフ

ボート数室（鹿野川荘．
はをり生えでのなつでか ぶれが 9 まぐすれかやみく病
短ひ d物るきばどに処せ たは原細す伝が、いがずそで

鹿野JI l湖） ．..、，、．ヽ 9,．．．．....．, .....,．.．． 9 9 9,.．．.,..．．.．．、．.．.．．.．．.....．..．..．..．.．` `..........~..........~....... ;......................・●，．．．．．．．．，．．．．．．．

21日台風10号四国酉南部上堕 を地月
＇ゞ・`,・. ．団 場二大北

2 6日｀ 日震三ド ぺ
赤の十 ll 補四三ニー靡:醤羞裔怠；塁喜喜誓

27日胃ガン検診（中野小学校） ， 愛義一 ）レ 充番番番番揮すし三が開ン九

2 8日選挙管埋委員会 ＇： i [皐直 ： ： ： ： ： ：゜言〗[『:、•[隻胃昌
南海テレピロケ ヘりし仕

部募生器字震 員長分績力本い火会競媛

団でボ町で曜終抄t県
＜サンデーナイン＞ 寄五た団義に ＇谷西大宮下中 の入ン消消日

（朕望台附近）
託‘‘で援 田宮越田石田 選賞プ防防＼る大
しーペは 美 ー一手し操団操大＇／洲

2 9日胃ガン検診 た〇ル去金 ，和実勇寿勲見はま法刀~法洲・
0 0 lる 次しにら競市 喜

3 1日農逼大駄場線新設工事入札 大五 のた出第技肱
............................................................ 
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肱川土場木材相場表
昭和45年9月8日市

さ末口径すぎひの登まつ その 1
7虚下 1051107 松バルプ材

8上 112 I 7 6 I I 1. 5 m,..., 2. 1 m 
1211 I 631110 末口 6虚上

16111 6511071 42124円30銭
30111 7011301 52 

7下 77I 79 
8上 55I 58 
13,,1 801145 

16" I 711135 

7下 35I 35 
8上 22I 25 
16111 321 38 

30111 541 48 

1.0加 12上 20I 2'2 
a.om I 13上 831165
6叫人足場 1碑でつき50--10 0 

本表は 肱川町内の自動車土場の価格です。（オ当り）

故に 運賃や市場手数料など差引いたものです。

長

4.0m 

l 
4,2m 

3.0m 

i 
3.2加

2.0m 

l 
2.1匹

雑バルプ材

1.5加～2.1m 

末口 6虚上

40 11 9円20銭

松箱材

2.1 m 

末口 14⑳上

2 9．円～32円

乾 、たけ相場表

県森連椎茸共販売所に於ける相場

1．入札の月日 S 45. 8。27
2価格 数量1.28 6点

21,500キロ

3, 3 3 0円

2,354円

1,280円

高値

中値

安値

概況

盆明けの軟調相場が心配されたが

全殻に強気。特に厚肉系やドンコ

が強<.2,6 0 0,,.._, 3, 0 0 0円下
物でも 1.50 0~ 1.8 0 0円．た

だウス物が弱く 2,0•OO~2,•300 円

形が艮くても 2,400円中心で弱

保合秋子の高値を期待したい。

次回市 9月17日． 9月27日
5日前位に出荷して下さい。

老
人
健
康
検
診
の

日
程
お
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ら
せ



の
生
産
に
も
力
を
入
れ
て
頂
い
て
少
し

＂
す
る
と
い
う
も
の
。
：
文
巳
有
米
の
買
入
れ
上
の
取
扱
い
を
発
~

；
で
も
生
産
費
の
節
減
を
計
り
安
定
し
た

＂
こ
れ
ま
で
の
試
験
で
卵
胞
を
技
術
的
二
衷
し
た
。

ニ
経
営
合
迎
化
に
一
段
の
こ
努
力
を
お
願

そ
れ
に
よ
る
と
、
①
カ
ド
、
、
、
ウ
ム
環
~

~
に
作
る
こ
と
に
は
確
信
を
得
て
い
る
そ
~

i

い
致
し
ま
す
。

~
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
同
時
排
，
境
汚
染
袈
観
察
地
域
の
う
ち
、
農
家
保
，

□

卵
の
技
術
的
な
こ
と
忙
研
究
を
す
す
め
〔
有
米
の
カ
ド
、
、
、
ウ
ム
の
濃
度
が
玄
米
で
[

ニ
経
済
連
指
定
家
具
展
示
即
売
日
程

I
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0
p
p
M
以
上
と
認
定
さ
れ
た
地
i

二L
行
き
た
い
と
い
う
。

十
月
十
二
日
正
山
小
学
校

ず
れ
ご
域
以
外
の
産
米
は
、
食
品
衛
生
上
安
全
[
飼
科
原
料
価
格
は
昨
年
十
月
頃
ま
で
~

i

し
や
す
い
Q

後
産
の
停
滞
も
子
宮
快
復
i

今
度
生
ま
れ
た
二
匹
の
牛
は
い

ス
で
、
生
ま
れ
た
時
の
体
重
は
二
丁
と
み
ら
れ
る
の
で
、
政
府
買
い
入
れ
の
エ
痺
外
の
飼
料
市
況
が
安
定
し
て
い
た
た
i

十
月
十
四
日
予
子
林
事
業
所

~
を
悪
く
す
る
の
で
後
産
が
出
た
か
ど
う
：
も
メ

．
十
月
十
六
日
大
谷
小
学
校

一
ッ
子
よ
り
五
象
と
す
る
、
⑧
農
家
保
有
玄
米
の
力
：
め
、
頴
調
に
配
送
さ
れ
て
姦
り
ま
し
た
[

丁
か
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
悪
ニ
―
―
キ
ロ
と
二
〇
キ
ロ
で
、

ご
か
、
昨
年
秋
頃
か
ら
原
料
の
需
給
不
足
、
~
十
月
十
八
日
岩
谷
公
民
館

i
露
は
分
娩
後
十
日
ー
ニ
十
日
位
続
く
。
~
も
一
回
り
小
さ
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
：
ド
、
‘
、
ウ
ム
凝
度
が
一

·
O
p
p
M
以
上
．

カ
ド
ご
詞
上
運
賃
の
上
昇
は
益
々
続
き
現
在
に
』
陶
器
類
・
台
所
用
品
展
示
即
売

在
で
は
、
二
頭
と
も
標
準
並
み
の
大
き
＂
と
認
定
さ
れ
た
地
域
の
産
米
は
、

~
二
十
日
以
上
経
っ
て
も
続
く
も
の
は
獣
[

；
ウ
ム
濃
度
が
一
，
0
p
p
M

未
満
で
玉
H
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
商
人
系
~
十
月
十
二
日
正
山
小
学
校

も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
後

;0に
育
っ
て
い
る
と
い
う
。

~
医
師
に
診
て

ー
カ
ー
は
値
上
げ
が
表
面
化
し
i

十
月
十
三
日
小
藪

…
…
•
，
・
今
、
肉
牛
の
素
牛
は
全
国
：
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
限
り
」
飼
料
メ

日
常
こ
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
~
産
停
滞
の
と
き
牛
体
を
清
潔
に
保
持
す
~
゜

、
®
；
ま
し
た
。
畜
産
経
営
不
振
が
心
配
さ
れ
~
十
月
十
四
日
予
子
林
事
業
所

し
て
お
り
、
値
段
も
高
い
の
ご
政
府
買
い
入
れ
の
対
象
と
し
な
い

酪
農
家
の
心
得
て
お
く
こ
と
に
つ
い
て
~
る
事
が
悪
性
乳
房
炎
発
生
の
予
防
に
関
」
的
に
不
足

っ
た
産
]
て
い
る
現
在
、
今
ま
で
の
飼
料
値
上
げ
~
十
月
十
五
日
曲
底
協
本
所

牛
舎
、
牛
体
は
常
に
手
入
を
十
分
実
施
~
連
す
る
0

分
娩
数
日
後
運
動
さ
せ
ば
子
二
で
、
大
分
県
畜
産
試
験
場
で
は
二
つ
子
ご
政
府
買
い
入
れ
の
対
象
外
と
な

十
月
十
六
日
大
谷
小
学
校

よ
二
3
影
響
は
大
き
い
3

家
畜
飼
料
の
九
〇
~

人
工
授
精
は
各
方
面
の
反
響
を
呼
ぶ
乙
米
は
、
主
食
用
と
し
て
流
通
し
な
い

し
て
清
潔
に
す
る
こ
と
は
細
菌
感
染
の
[
宮
の
悪
露
排
泄
早
め
子
宮
収
縮
を
促
進
：
3

；
ノ
規
制
す
る
と
と
も
に
、
王
食
用
以
外i゚
ハ
ー
セ
ン
ト
内
外
を
直
接
間
接
に
海
外
~
十
月
十
七
日
中
津

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
日
常
陰
部
：
も
の
と
み
て
い
る
。

機
会
を
少
く
す
る
、
こ
の
こ
と
は
子
宮
i

す

，
~
の
用
途
に
処
分
す
る
よ
う
指
導
す
る
。
」
に
依
存
し
て
い
る
わ
が
国
畜
産
に
と
っ
~
十
月
十
八
日
岩
谷
公
民
館

内
に
細
菌
感
染
を
お
こ
す
こ
と
を
減
少
~
の
観
察
を
キ
メ
細
か
く
実
施
し
、
不
定
・

；
て
海
外
市
況
の
変
動
を
阻
止
す
る
こ
と
~
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

干

農

林

省

人

事

異

助

[

す
る
と
と
冷
に
乳
房
炎
発
生
を
も
減
少

i
の
時
期
、
分
泌
物
が
異
常
に
多
い
時
や
~
皿
〖
荘
｛
の
う
ご
ぎ

j

ら
出
来
な
い
実
態
で
あ
り
ま
す
。
最
近
-

す
る
。
と
こ
る
が
最
近
多
碩
飼
育
牛
舎
[
妊
娠
月
に
比
し
て
腹
囲
O
膨
満
が
進
ま
-

ア
メ
リ
カ
国
内
の
家
畜
飼
養
頭
数
の
増
~
超
特
価
品
も
多
量
に
入
る
予
定
で
あ

の
環
境
が
悪
か
っ
た
り
、
手
入
法
が
十
．
な
い
と
き
は
な
ら
べ
く
早
斯
受
診
す
る
[
[
|
|
」
~
倉
石
殷
相
は
八
月
十
六
日
付
で
人
事
[

翼
動
を
行
な
っ
た
3

嘉
に
よ
っ
て
国
内
需
要
が
増
大
し
て
供
；
り
ま
す
か
ら
是
非
こ
の
槻
会
を
ご
利
用

i
離
農
円
滑
化
対
策
連
絡
協
議
会
発
足
~

分
行
な
わ
れ
な
い
傾
向
を
認
め
衛
生
管
二
畢
に
よ
り
病
気
を
早
く
見
出
し
、
早
い
i

．
給
余
力
が
な
い
兄
通
し
．
で
あ
り
、
特
に
｝
下
さ
い
。

日
、
農
林
省
特
別
会
~
四
国
農
業
試
験
場
長
仁
木
巖
雄
（

理
の
重
要
に
つ
い
て
〗
ご
く
又
雀
を
要
す
．
時
期
肛
診
療
を
加
え
る
こ
と
が
緊
要
で
~
政
府
は
八
月
八

に
最
近
役
と
ん
ど
輸
出
が
な
く
現
~

「
第
一
回
離
農
円
滑
化
対
策
連
盃
琴
林
水
産
技
術
会
諮
事
務
屁
研
究
参
事
二
大
麦

従
っ
て
牛
舎
の
構
造
も
後
鱈
を
｀
ご
室
で

る
も
の
も
少
く
な
い
多
頭
飼
育
農
家
で
あ
る
3

は
自
家
投
精
を
行
な
う
こ
と
が
ふ
え
ご
見
や
す
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
」
絡
協
議
会
」
を
開
き
、
工
場
の
地
方
分
工
呂
）
、
九
州
殷
業
試
験
場
長
安
孫
子
」
在
は
欧
州
物
il

何
と
か
間
に
合
わ
せ
て
l

-

＋
凸
い
い
二
記
』
予
｛
疋
目
i

,

で
す
°
思
う
よ
う
な
輸
入
ぃ
)II•• 

い
る
が
、
現
在
の
家
面
培
殖
忙
図
す
る
い
で
し
ょ
う
。
〗
散
促
進
な
ど
に
伴
う
農
業
の
就
業
構
造
乙
孝
一
（
四
国
殷
業
試
験
場
長
）

t

、
農
林
＂
し
い
る
よ
う

玉
雇
対
策
に
つ
い
て
本
格
的
な
検
討
を
二
水
産
技
術
会
謡
事
務
局
研
究
参
事
官
：
な
い
た
め
特
に
飼
料
麦
、
鎚
の
配
分
が
~

法
律
で
は
自
分
の
牛
に
技
梢
す
る
こ
と
．

一
日
（
木
）
大
谷

｀
谷
川
新
一
（
農
事
試
験
場
畑
作
部
長
)
玉
]
れ
て
皆
さ
ん
に
大
変
迷
惑
を
掛
け
て
二
十
月

こ
は
じ
め
た
。

i

農
林
放
送
よ
り

が
許
さ
れ
て
い
る
の
で
や
む
を
得
な
い
~

日
（
火
）
月
野
小
藪

こ
お
り
ま
す
。
現
在
の
飼
料
原
料
の
市
況
二
十
月
六

~
こ
の
協
議
会
は
、
殷
林
、
通
産
、
労
1
初
秋
蚕
予
想
収
繭
量
[

こ
と
で
は
あ
る
が
牛
の
繁
殖
生
理
、
生
~

丘
ト
ー
モ
ロ
コ
ン
、
マ
イ
ロ
、
、
大
豆
粕
工
l

月

八

日

（

木

）

宇

和

川

南

殖
器
の
構
造
、
精
敵
の
と
り
扱
い
、
注
[
和
牛
に
双
子
を
生
ま
せ
る
-
竺
元
芦
の
共
催
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
~て
一
割
値
上
げ
が
さ
エ
十
月
十
一
日
（
月
）
谷
口

｀
で
、
農
業
団
体
、
産
業
界
、
学
識
経
[
農
林
省
統
計
調
査
部
が
八
月
口
目
現
互
守
は
今
年
に
な
つ

入
技
術
、
器
具
の
消
毒
な
ど
に
つ
い
て
-

「
四
十
五
年
初
秋
蚕
五
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
原
料
の
二
十
月
十
―
―
―
日
（
火
）
宇
和
川
北

こ
験
者
お
よ
び
関
係
行
政
根
関
の
代
表
二
丁
在
ま
で
ま
と
め
た

（
木
）
大
谷

十
分
知
識
を
も
た
す
安
易
に
人
工
授
精
i

大
分
県
畜
産
試
験
場
で
は
、
全
国
で

、
掃
立
て
見
五
嗚
上
げ
と
海
上
運
賃
の
値
上
げ
と
ダ
プ
」
十
月
十
五
日

を
行
な
う
こ
と
は
受
胎
率
を
低
下
し
‘
[
初
め
て
和
牛
に
二
匹
の
子
供
を
同
時
に
i

十
八
人
が
集
ま
り
、
離
農
円
滑
化
の
た
二
予
想
収
繭
量
」
に
よ
る
と

~
ル
バ
ン
チ
を
受
け
て
十
月
か
ら
配
合
飼
[
+
月
二
十
日
（
火
）
月
野
小
藪

｀
の
具
体
策
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と

□
込
み
卵
量
は
七
五
万
一
、
0
0
0
箱
、
~

さ
ら
に
子
宮
の
病
気
を
発
生
す
る
原
因
：
生
ま
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
．

；
予
想
収
繭
量
は
二
万
二
、

0
0
0
ト
ン
；
料
の
値
上
げ
は
先
ず
確
実
に
な
り
ま
し
二
十
月
二
十
二
日
（
木
）
宇
和
川
南

と
も
な
る
。
人
工
授
精
時
不
潔
な
技
術

i

こ
の
試
験
は
大
分
、
岡
山
、
兵
庫
、
こ
に
な
っ
て
い
る
。
~

第
一
回
の
中
央
協
議
会
で
は
、
会
長
i

と
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
よ
り
七
物
の
減
少
二
た
。
こ
こ
当
分
の
間
は
こ
の
よ
う
な
状
二
l

月
二
十
四
日
（
土
）
谷
口

応
用
に
よ
り
子
宮
内
細
函
感
染
を
お
こ
~
鳥
取
の
各
県
で
、
四
十
三
年
か
ら
京
都
~

輝
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
農
協
工
i

月
二
十
七
日
（
火
）
・
宇
和
川
北

に
大
沢
融
殷
林
漁
業
金
融
公
庫
総
栽
を
~
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
は
桑
の
生
育
が
．

し
易
い
注
入
技
術
は
慎
重
に
行
な
う
こ
丁
大
学
の
西
川
先
生
の
指
導
の
下
に
研
究
i

と
と
、
掃
立
て
を
と
り
や
ニ
で
は
三
ヶ
月
ご
と
に
予
約
を
と
っ
て
配
丁
十
月
二
十
九
日
（
木
）
大
谷

と
が
大
切
で
あ
る
0

分
娩
時
の
衛
生
管
：
を
進
め
て
来
た
が
、
大
分
県
が
い
ち
早
二
選
出
、
農
林
省
か
ら
「
農
業
就
業
構
造
二
悪
か
っ
た
こ

理
が
不
十
分
の
と
き
、
例
え
ば
助
産
の
丁
＼
成
功
し
た
も
の
。
こ
の
試
験
は
四
十
i

の
現
状
と
問
題
点
」
に
つ
い
て
資
料
の
[
竺
ま
た
は
波
少
す
る
股
家
が
あ
っ
た
｀
庭
を
行
な
っ
て
姦
り
ま
す
が
、
飼
料
麦
[
醤
油
配
達
日

丘
ど
う
し
て
も
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
~

;
提
出
を
受
け
、
今
後
の
運
営
を
め
ぐ
り
~
こ
と
に
よ
る
。

と
き
の
手
腕
の
消
毒
が
悪
か
っ
た
り
助
三
一
年
八
月
か
ら
囮
十
囚
年
三
月
に
か
け

嘉
、
飼
料
は
予
約
に
む
す
び
つ
け
て
計
工
l

月

二

日

（

金

）

大

谷

二
惹
見
を
交
換
し
た
。

七
頭
の
メ
ス
牛
を
試
験
台
に
し
て

産
に
使
用
す
る
器
材
の
消
毒
が
不
十
分
~
て
、

圃
購
入
を
な
さ
れ
た
い
。
今
後
の
畜
産
工
i

月

九

日

（

金

）

小

藪

岩

谷

、
日
（
金
）
宇
和
川

の
と
き
子
宮
内
細
菌
感
染
の
板
会
を
作
二
打
な
っ
た
が
、
そ
の
方
法
は
、
ホ
ル
モ~
[
L

亘
営
に
は
色
々
な
難
し
い
問
題
が
重
な
二
十
月
十
ナ

~
カ
ド
、
ヽ
ヽ
ウ
ム
汚
染
米
の
取
扱
決
定
~

る
こ
と
に
な
る
。
又
分
娩
後
の
子
宮
に
-
ン
処
埠
に
よ
り
卵
胞
を
沢
山
育
て
、
同
~

i

っ
て
来
ま
す
が
、
質
の
良
い
飼
料
作
物
二
十
月
二
十
三
日
（
金
）
予
子
林

カ
ド
、
、
、
ウ
~

は
胎
水
、
血
液
な
ど
か
残
り
細
疸
感
染
二
特
に
排
卵
作
用
を
促
し
て
人
工
授
精
を
~

指

導

部

"
u
.
.
.
.
.
 

子
宮
疾
患
を
予
防
す
る

た
め
の
酪
農
家
の
心
得

農

協

）ゞ↑
 
よ

り
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食
糧
庁
は
八
月
十
二
日
、

購

買

部

飼
料
情
勢
悪
化

原
料
値
上
げ
続
く

中
津
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昭和 4 4年の農産物輸入実績 割九種はのが四連ざ年っち
紛子一割固十食まにてを四 世

度で •O 合の三糧しあ、再み十 界
と農油％を輸年農いけびせ二 輸
な産脂‘試入の業もる増た年め出
る物類粗算額世機の農勢も‘ざ額
0 ムは粒しへ界関が産にの四まの
一穀て運輸ツあ物転の十し一
で八物み賃出資る輸じ‘三い
は％二る‘額料°入た四
‘‘四と保にに Fのわ十と
お砂茄‘険占よ A 増か四やテ
よ糖‘小料めっ 0 加国年やン
そ類油麦込るて＾はのに頭ポ
ーは糧類みわ‘国め近至打

、-
と出そて的出近輸フる 位でリとと
はがのさ低額年出ラと他-世力ほ‘輸
か他えいにの規ン‘方と界‘ぼ四入
な加‘イ占伸模ス大‘な第西同十の
さりエ畜ギめびはを輸嵐つ五ド桂一規
れの食産リるも極別出産て位ィ庶年模
よ水料加ス農低端と国物い＾ツででを
う準品工や産いにしでのる純‘‘は国
0．にを品西物°小てあ輸°輸フィイ除
中‘ドのこさもる出 入ラ．ギク的
心穀ィ割のく‘アに 額ンリリに

) 1.大蔵省「通関統計」により作成。 てと類ツ合点‘わメつ でススア比

::農産物合言tは農林省分類で天然ゴム 3綿花，羊毛は含まず。 鼻扉扉ごよ塁：、靡員：畠土ご 晶喜ァ、塁9
3. 「肉類」は牛肉＄羊肉．豚肉〗馬肉の合計である。 こ輸品い較輸‘の‘み 三いメ準る
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し験め述片ともてつの宮姿買が夫知 ぬ務プム 興のおの協的 見盤れカイ社合ま農出入 米
て，のぺ柳切良‘てた脇勢っ‘妻事八も局ロ・作」味処り下が日特せに恵 1） パ‘をず業施り八 第追訪
均抱購ま中返いグ呉と団がてそが代月の員グピれを埠‘に岩系につ立まフレサ始サを設‘月＊一会米
き負買し金しがラれえ長伺呉れ出理十がピラュも蒐工そ総田ニリけつれォ lンめン細を直九・信長殷
ま。にた理たそン←によえれだ席と一あアム l力え揚の合さ世ビらたたルのメとキか皮ち日貨がよ業
し希当が事あの卜となりるるけしし日りスでロリまも一殷ん‘ンれヵ天二殷 1しスく切に予 届り団
た望る‘長たス会いら→場のにててのま氏会 lフし遥哀協と三グたリ候ア協ドて卜見り口定＊い本体
°を責日とりピ長うっ桃面か日仲殷送すの長のォた営と的い世ス感フ条缶缶のカオて VCン通 た紙代
大任本並は 1か意て栗も L...本々務別°努グ至）レ°しし経うの卜じォ件詰詰乾）レレ歩カグり＊ °あ表
胆者農んさドら志辛三あとはの長晩 カラれ二 てて営マ多ンで）レとエエぶコンいリビロ て団
卒と協ですが→表棒年りいー盛官餐 はンりア いプをネいとす＝省場揚どッジてフ lサ にの
直し全私が間辛朋強‘まつど会コ会 並卜尽・ る口展 l地い。アカと‘う卜のいォチン つ
にて体もで題棒にく柿したこで 1に 々氏せフ こイ開ジ帯う 殷化そ商‘棉生ま Jレ港ゼ ぎ
表のの一すだ強対見八た基ましクは な‘りァ とラしャの比 業のれ糸卜花産す二の）レ の
朋経た席゜← ＜し守年°本でた氏州 ら事の］ は 1て l殷較 を基ぞのラ会組°ア積ス 訪
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い卜進農 政代たけ殷つと政当畜米い応日得関と転いる無 0た たの長ク 進そ題し過その用 し表事に観
とのん業明家の次て政てしで事産がるの本な係し換°ば償 cり加の悩等農特しれにた剰の黒しテま団をも念日
思肉で‘日コ殷第熟へ追ては者‘悪か仕のい殷て作さか輸 0が州はみ州務にてへし°と悩川てムす等感な論米
い牛い特か l務で成の求のなを飼くの方食有菜は目りり出の輸米収に政長肖iJいのて特作み常全バ°しじらや農
まーるにらク次すさ反し可い悪料な感に管様団発がとでの価出も穫つ府官日る対いに付も務販 l くたな言産
とイ．は氏官°せ映た能とくがれじ反制を体言見ては二格国韓でき高．のよ策まこ転勉等追に 変のい葉物
いン‘をだアて‘上性いい曲ばを省鹿まはで当思根本支で国し‘官フ晩うはしも換強との移 りはとの交
理わテデ見けィゆそでをううり米受ののの慎きらい本柱持先とたあとィ餐で日たらへしサ吉る な汀こ云流
はれグム受あゼくのの経こだ角のけ材転あ重たな切的にと細プ°れ行 l会す本がでのまク犀前 い私るいの
良るレバけっン努間王済とけに関ま料回たにいいっ解支政りェ こ政ルで°の‘も胎しラ専の このま回問
くマ Ilまてハカに張合°で来係しを‘りな°限た決え府とル れ面ダあ 方そ D動たメ務数 とみでし題
みンツのし熟ウに時‘理農はれ者た提殷にらまり自にらべあ卜 懇で lつ がの D をがン‘時 かな来でも
てフョ丘た達ァ敬間そ性業真ばを°供協見ざし‘由なれ 1つリ 談の農た 一禁 T感‘卜全間 とらては単
みゴン陵°の］服をれを全のそ叩即しのるるて政化らてスてコ 出農業コ 歩じをじ絶の共を 判ずいどな
た lの地 農時しかが持体農のくらて対とをや府はないのはあ 来業局 l 前方問ま対米連利 断代るうる

農産物合計(A)
ぅ
ち小 麦
とうもるこし
（飼料用）
グレーンソルガム

肉類

脱脂無懐粉乳

だいず

ナ

コーヒー豆

豆

ノ< ナ

カカォ

4、238

4,132 

2,851 
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67 

2,591 

2、225
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輸
入
情
勢
に
つ
い
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加
州
米
も
過
剰
生
産
の
悩
み

の
訪
米
便
り

焦
点
は

物
の
交
流


